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本年度は、アンケートで「Ａ：（よく）当てはまる」という一番よい肯定的回答を選んだ人数（割合）に着目して、

まとめてみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートの分析及び改善策 
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「学校の教育活動に関するアンケート」 
 

（児童アンケート編） 

本年度の本校教育の取組に関して、７月に

アンケートをさせていただきました。その結果

について報告いたします。お忙しい中、ご回答

ありがとうございました。 

◎「Ａ：（よく）当てはまる」という一番よい肯定的な回答が７０％以上の項目 

・「学校や学級での毎日が楽しい」（肯定的回答 9３％、そのうちＡの回答７１％） 

・「体育の授業や学校で行う運動に進んで取り組み、最後まであきらめずにチャレンジしている」 

                                        （肯定的回答 9６％、そのうちＡの回答７１％） 

・「自分たちの住んでいる今江町、自分たちの通う今江小学校が好きだ」 

（肯定的回答 9６％、そのうちＡの回答８１％） 

 

◆「Ａ：（よく）当てはまる」という一番よい肯定的な回答が５０％以下の項目 

・「自分にはよいところがある」（肯定的回答８９％、そのうちＡの回答４６％） 

・「自分の考えが伝わるように気をつけて話している」（肯定的回答８７％、そのうちＡの回答４５％） 

昨年度と比べて、「学校や学級での毎日が楽しい」のＡの回答が９％増え⤴、「今江町、今江小学校が好

き」のＡの回答も７％増えて⤴います。本年度になり、毎日の欠席者数も大きく減っており、子どもたちが

学校に来ることを楽しみにしている様子がうかがえます。 

一方、学校全体で 20 名ほど否定的な回答をしている児童がいます。その児童については、担任等が面

談、声かけをし、個別の配慮をしながら、「学校が楽しい」と思えるように見守っていきます。 

「自分にはよいところがある」に肯定的な回答をしている 

児童は、昨年度に比べ 6％増えて⤴いますが、自信をもって 

回答する児童（Ａの回答）は、昨年度並みです。 

アンケート結果を受け、夏休みに職員で話し合い、２学期 

から、学校全体や学級で児童のよさを認め、写真で掲示する 

「〇〇スタグラム」を始めました。（来校時にご覧ください。） 

 

さらに、職員が子どもをほめる達人（ほめたつ）を目指した 

取組も始めています。2 学期末のアンケートで自信をもって

「自分にはよいところがある！！」といえる児童が増えるよう
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